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本1各 的な典 更日を迎えてヽヽ ますが 1あ 属好水|タロ場

では、1■ 日、杵者や家族 i■ れの海水浴客でにきわ

ってい ます
~

ムttt υ)ア「リトドアフーノ、で「夏の海は |IJ IIIIで 。ノJ

が観 )L客 のイ)li葉 になっているようです
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幸
麗
な
る
装
い
ノ

時
代
絵
巻
パ
レ
ー
ド
。

東
日
流
安
東
ま

つ
り
が
七
月

二
十

二

・
二
十

三
日
の
両
日
、
大
沼
公
園
、
十

三
湖

マ
リ
ー
ナ
を
主
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年

で
九
回
目
を
迎
え
た
安
東
ま

つ
り
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
村
内
外
か
ら
多
数
の
観
光
客
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

初
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
花
火
を
合
図
に
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
相
内
小
学
校
鼓
笛
隊
を
先
頭

に
時
代
絵
巻
に
身
を
包
ん
だ
中
学
生
や
婦
人
会
の
流
し
踊
り
の
行
列
に
、
沿
道
を
埋
め

つ
く
し
た
観
光
客
か
ら
は

盛
ん
に
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
沼
公
園
で
は
多
数
の
出
店
が
立
ち
並
び
、
会
場
で
は
、
芸
能
発
表
会

・
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム

・
凧
あ
げ
大

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
た

い
へ
ん
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
十

三
湖

マ
リ
ー
ナ
を
主
会
場
に
、
ボ
ー
ト
や
ジ

ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
の
試
乗
会
、
ウ

ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
若
者
た
ち
は
、
夕
暮
れ
ど
き
ま
で
夏
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
Э

ま
た
、
夜
に
は
満
天
を
色
ど
る
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
夏
の
夜
空
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
、
観
光

客
を
魅
了
さ
せ
て

い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
最
高
潮

の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
安
東
ま

つ
り
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

好天に恵まれた大沼会場 >
▼芸能発表で感想をきかれる脇元小児童

▲流 し踊 りをする婦人会の皆さん
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市
浦
村
消
防
団
言
一和
清
平
団
長
）

の
観
閲
式
が
七
月
二
日
、
十
三
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
閲
式
は
、
消
防
団
員
の
規
律
と

服
装
、
訓
練
を
観
間
、
点
検
し
、
迅

速
、
果
敢
、
確
実
な
消
防
団
運
営
と

災
害
対
策
に
万
全
を
期
し
、
併
せ
て

消
防
団
員
相
互
の
親
和
協
調
を
図
り

強
力
な
消
防
体
制
の
確
立
に
よ
り
地

域
住
民
の
身
体
、
生
命
、
財
産
を
災

害
か
ら
保
護
す
る
と
と
も
に
、
社
会

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
「津
波
の
塔
」
付
近
で

王
落
と
し
競
技
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

高
松
隆
三
村
長
ら
が
観
閲
す
る
中
、

十
三
地
区
を
分
列
行
進
し
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
十
三
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
式

典
が
行
わ
れ
、
殉
職
消
防
職
団
員
に

黙
と
う
や
感
謝
状
授
与
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

◆
優
良
消
防
団
員
表
彰

平
野
勝
彦
、
三
和
覚
、
渡
辺
祐

一
、

笹
山
善
和
、
本
荘
弘
樹
、
加
納
隆
、

古
川
照
雄

◆
退
団
者
感
謝
状

成
田
勝
夫
、
秋
田
谷
清
司
、
菊
池

浄
常

◆
表
彰
状

白
川
静
子
、
三
和
敬
子
、
三
和
富

士
子
　
　
　
　
　
　
　
〈敬
称
略
〉

七
月
九
日
、
山
村
広
場
野
球
場
に

お
い
て
、村
誕
生
四
十
年
を
祝
う
「

４。

イ
ニ
ン
グ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
野
球
大
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
村
夕
焼
け
野
球
協

〈五
岡
本
隆
雄
会
長
）
が
主
催
し
た
も

の
で
、
夕
焼
け
野
球
大
会
に
登
録
し

て
い
る
四
チ
ー
ム
と
相
内
、
十
三
小

の
野
球
部
員
ら
約
百
人
が
参
加
し
、

鳴
海
雅
文
く
ん
（相
内
小
六
年
）
が
開

会
式
で

「
こ
の
大
会
が
五
十
回
、
六

十
回
ま
で
続
く
よ
う
に
、
精
い
っ
ぱ

い
野
球
を
し
ま
す
」
と
元
気
に
選
手

宣
誓
し
、
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

試
合
は
ス
不
―
ク
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
、

Ｊ
Ａ
市
浦
村
、
十
三
小
を

「じ
ょ
っ

ぱ
り
」
チ
ー
ム
、
ノ
ン
ベ
ー
ズ
、
サ

テ
ィ
ア
ン
ズ
、
相
内
小
を
「も
つ
け
」

チ
ー
ム
に
分
け
、
８
イ
エ
ン
グ
ご
と

に
選
手
を
交
代
し
、
計
五
試
合
の
総

得
点
で
争
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
と
五

百
円
、
三
振
や
エ
ラ
ー
を
す
る
と
百

円
を
寄
金
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
特
別

ル
ー
ル
を
設
定
し
、「今
の
は
エ
ラ
ー

だ
」
な
ど
と
観
客
も
審
判
に
な
っ
て

参
加
す
る
な
ど
、
大
変
な
盛
り
上
が

結
果
は
、

６。
対
５４
で

「じ
よ
つ
ぱ

り
」
チ
ー
ム
が
見
事
に
勝
利
を
収
め

ま
し
た
が
、
約
十
時
間
に
及
ぶ
熱
戦

に
参
加
し
た
選
手
た
ち
か
ら
は
、
満

足
気
な
笑
顔
が
の
ぞ
い
て
い
ま
し
た
。

翌
日
に
は
、
岡
本
会
長
が
村
社
会

福
祉
協
議
会
を
訪
れ
、
試
合
で
集
ま

っ
た
寄
金

一
万
七
千
五
百
円
を
奈
良

幸
雄
会
長
、
坂
井
精
事
務
局
長
に
手

渡
し
、
・」れ
を
受
け
た
社
協
で
も
「皆

さ
ん
の
善
意
を
、
今
後
の
社
会
福
祉

事
業
に
有
意
義
に
活
用
し
た
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

練
の
成
果
を
披
露

消

防

団

定

期

観

閲

式

イ

エ
ン
グ
チ

ヤ
リ
テ

イ
ー
野
球
大
会
開
催

三
振
な
ど
の
寄
金
を
社
協

へ
寄
付
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ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
学
ぶ

ジ

ュ
ニ
ア

・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

要
な
知
識

・
技
術

・
行
動
を
習
得
し

「ジ
ュ
ニ
ア

・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が

尊　や‐ヽ初‐――れにけにい“耐嚇い卸̈

炊
事
の
仕
方
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
で
必

要
な
こ
と
を
学
ひ
、
夜
に
は
キ
ャ
ノ
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こんな仕事をしています
電話62-2111

■脇元出張所

■ 十三出張所

(脇 元出張所1長兼務)

■企画財政課

議 ■暴■ ■ ||
桑野 邦大 ‐⑭

主  幹 |||
竹 谷 裕 治

‐
l⑬

有 馬 敦l⑩

鎌 田‐和1廣 :⑬

一
⑩

■住民福祉課

一

①

長
一和‐

証

〓
一

雛聯」ち

:1螢 |||111‐ 13

1毒 :亀‐ごも

862-2021   ■議 会          ]印 は内線番号

事務局長‐■・ |

■松江 幸勝 ⑪

■総 務 課

課 1長 ‐|| |
竹 谷‐‐博1貝J④

奈 良 勝 義 ⑮

越谷  悟 ⑮

主任主査 | |

満1末 1雪1子 10

一⑬

員
‘一夏

・・
〇
一

■
一‐俊・■

～
縮一
‐田‐

・
　

一０

●

樹

光

彦

，

，

一一
一一

転
●

田
‥

谷
‐

選

＝

■

一格

賄 :警 lt l
中‐排機■・ 0

⑩
―
武

一
一谷
‘
‐

係■ 1長 ‐|‐ ■ ‐

石岡,芳 幸|‐
‐⑬

棟 方:ゆ う子 l⑬

資

産

税

係

奈 良 孝 博 ⑭

吉 田 ‐純1也 ⑬
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■十三保青所

■太田へき地保青所

■診 療 所

●62-2038

■相内保青所

■脇元保青所

大沢 丈徳 ⑫

米谷 芳子 ⑫

高 田 正 嗣 ①

櫛引 松三 ⑬

③

小山内訓子 ③

戸沼 由紀 ⑭

松橋 知子 ⑭

木村 マリ子 ①

山内 洋子 ⑩

雛
郁
裕

期
綾
由

322-


